
コラム≪国税関係手続のデジタル化≫

年末調整手続の電子化の概要

２　キャッシュレスで国税の納付が可能

国税の納付に利用できる「キャッシュレス納付」

手続の詳細については、国税庁ホームページ「国税の納付手続」（https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/index.htm）
をご覧ください。

マイナンバーカードの６つのメリット！

１　年末調整手続の電子化
　年末調整について、電子交付された控除証明書等（証明書等データ）を利用するなどにより、一連の手続を
電子化（ペーパーレス化）することが可能です。また、控除証明書等データは、マイナポータルを利用すること
により一括で取得することもできます。
　年末調整手続の電子化（年末調整申告書を証明書等データを利用して作成し、電子的に提出）は、勤務先、
従業員の双方に多くのメリットがあります。
注：年末調整手続の電子化に当たっては、電子化に対応した民間ソフトウェアや国税庁が提供する「年末調整控除申告書作成用ソフトウェ
ア（年調ソフト）」等を利用する必要があります。

　国税の納付に当たっては、多様な納付手段がありますが、金融機関や税務署等の窓口に赴く必要がなく、自
宅や事務所などから納付手続が可能な「キャッシュレス納付」は納税者の利便性が高い納付手段であり、新型
コロナウイルス感染症の感染防止の観点からも非対面であるキャッシュレス納付の利用拡大が期待されてい
ます。
※ 「キャッシュレス納付」とは、ダイレクト納付・振替納税・インターネットバンキング・クレジットカード納付を指します。

３　マイナンバーカードの利便性
　マイナンバーカードは、確定申告や年末調整以外にも様々な分野で利用の範囲が広がっています。
　2021年10月からは、健康保険証の利用も可能となりました。また、新型コロナウイルスのワクチンの接種
証明書の電子交付にも利用が開始されているほか、今後運転免許証や在留カードとの一体化も検討されてお
り、ますます便利になるカードです。

　e-Taxから簡単な操作で預貯金口座から振
替により納付する方法。

　預貯金口座から自動的な引き落としにより
納付する方法。

（１） 勤務先のメリット
●添付書類等の確認や控除額の検算に要する事務が削減されます。
●年末調整申告書の作成に係る、従業員の方からの問い合わせや、作成誤りの減少が期待されます。
●書類の保管に要するコストが削減されます。

（２） 従業員のメリット
●年末調整申告書の記入、控除額の計算などが省略され、年末調整申告書の作成が簡素化されます。

年末調整手続の電子化に関する最新情報

年末調整手続の電子化に関するパンフレットや年調ソフトの入手については、国税庁ホームページ「年末調整手続の
電子化に向けた取組について」をご覧ください。
（https://www.nta.go.jp/users/gensen/nenmatsu/nencho.htm）

①　ダイレクト納付 ②　振替納税

　インターネットバンキング等を利用して納
付手続をする方法。

　「国税クレジットカードお支払サイト」からク
レジットカードを利用して納付手続をする方法。

③　インターネットバンキング

１　本人確認書類になる

④　クレジットカード納付

◆ライブ会場の入場、携帯電話の契約、会員登録に使えます!!
◆旧姓（旧氏）の併記ができます。
◆行政手続でマイナンバーの提示が求められたときに１枚で済みます。

４　健康保険証として使えます
◆対応する医療機関・薬局は順次拡大しています。
◆同意があれば、医師と服薬履歴等が共有でき、より良い医療が可能に。
◆手続をしなくても、限度額を超える自己負担の支払が不要になります。

２　コンビニで各種証明書が取得できる

◆市区町村窓口に行けないときも近くのコンビニで住民票の写しや課税
証明書などが取得できます。

５　「マイナポータル」で暮らしがもっと便利に
◆行政機関などが持つあなたの情報を確認することができ、行政機関から
のお知らせも受け取ることができます。

◆今後は、あなたの特定健診情報、薬剤情報、医療費通知情報が確認する
ことができます。 ⇒ 確定申告の医療費控除がカンタンに!３　オンラインで行政手続

◆子育てに関する手続もオンラインで・ワンストップ！
◆マイナンバーカードを使ってe-Taxがもっと便利に！

６　民間のサービスでも使える
◆オンラインでの住宅ローン契約や証券口座開設にも使えます。
◆職員証や社員証としての利用も可能です。51 52
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